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２０１１年４月２５日 

 

 企 業 会 計 基 準 委 員 会  御中 

 

社団法人 全国信用金庫協会 

信 金 中 央 金 庫 

 

「金融商品会計基準（金融負債の分類及び測定）の見直し 

に関する検討状況の整理」に対する意見について 

 

今般、標記「検討状況の整理」に対する意見書を下記のとおりとりまとめましたの

で、提出いたします。 

よろしくご検討のほど、お願い申し上げます。 

 

記 

 

（質問３）複合商品の区分処理 

【案２】を支持する。 

（理 由） 

金融機関の負債性金融商品のうちには、デリバティブを内包した複合商品の取扱

いがあり、金融機関の管理上は、デリバティブ部分について区分処理を行ったうえ

でリスクヘッジが行われている場合がある。 

このような商品には、組込デリバティブのリスクが主契約に密接に関連するもの

も存在し、【案１】によると区分処理が認められないこととなり、現在の実務と整

合的でない。 

従って、金融機関のリスク管理方針の財務諸表への適切な反映を可能とするため、

金融機関の管理上の取扱いに応じて区分処理を容認する【案２】によることが合理

的である。 

 

（質問４）金融負債に関するその他の包括利益累計額のリサイクリング 

【案Ｂ】を支持する。 

（理 由） 

実現損益を基礎とする純損益と評価損益等の未実現損益を含む包括利益を区別

して表示することが、財務諸表の有用性を維持するために必要と考えられる。 

負債の認識を中止した場合に生じる損益は実現損益であり、リサイクリングを認
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めない場合には、利益剰余金の増加額が純利益によって表示される関係を維持でき

なくなる。 

従って、【案Ｂ】によることが合理的である。 

 

                                  以 上 

CL04




